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　2月2日から2月8日までの7日間、昭和63年から姉妹都市提携を続けている

台湾新
し ん ぺ い

北市石門区から、石門國民中学の一行が美浜町を訪れました。

　今回訪れた一行は、昨年8月に美浜中学校の生徒が石門区を訪問した際、現

地で一緒に過ごした生徒16人と、学校･行政関係者の計21人です。

　約半年ぶりの再会を果たした生徒たちは、ホームステイや美浜中学校での

交流授業等を通して、友好を深めました。

台湾新北市石門区 ホームステイ

美浜中学校 2 年

竹仲 歩乃夏 さん

石門國民中学校 2 年

鄒
ゾウ

 博
ボー

 璿
シェン

　さん

　

美
浜
町
で
の
７
日
間
は
、
私
に
と
っ
て
忘
れ

ら
れ
な
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
へ
行
く
の
も
、
台
湾
か
ら
出
る
の
も
初

め
て
だ
っ
た
の
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
等
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
か
心
配
で
し
た
が
、

美
浜
町
の
皆
さ
ん
が
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
の

で
、
不
安
は
無
く
な
り
ま
し
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー

の
家
で
は
、
家
族
の
皆
さ
ん
が
「
お
腹
は
空
い

て
な
い
か
」「
寒
く
な
い
か
」
等
と
常
に
気
遣
っ

て
く
れ
、
私
た
ち
が
寝
た
後
も
片
づ
け
等
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

送
別
会
で
は
、｢

泣
い
た
ら
だ
め
だ｣｢

笑

顔
で
別
れ
る
ん
だ｣

と
繰
り
返
し
、
我
慢
し

て
い
ま
し
た
が
、
お
母
さ
ん
の
涙
を
見
た
途

端
、
我
慢
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
と
別
れ
る
時
は
、離
れ
た
く
な
い
、

寂
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
い
つ

か
き
っ
と
再
会
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

交
流
事
業
で
感
じ
た
、
温
か
さ
や
素

晴
ら
し
さ
、
そ
し
て｢

仲
間｣

と
の
出

逢
い
が
、
今
ま
で
に
な
い
最
高
の
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。
何
よ
り
も
仲
間
が

い
た
か
ら
こ
そ
、
深
く
、
濃
い
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
せ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
言
葉
が
分
か
ら
な
く
て
も
、
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
や
通
訳
さ
ん
を
通
じ
て
分
か

り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夏
と
冬

の
二
週
間
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
私
に
勇

気
や
力
を
与
え
て
く
れ
た
仲
間
に
感
謝

し
ま
す
。
こ
の
勇
気
や
力
を
こ
れ
か
ら

の
生
活
の
中
で
発
揮
で
き
る
よ
う
、
私

も
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

最
高
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、
石
門
國
民
中

学
生
、
先
生
方
、
通
訳
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
。「
最
好
的
好
朋
友(

最
高
の
友

達)

」
最
高
の
仲
間
が
勇
気
や
力
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
、

生
徒
た
ち
は
何
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

2 月 2 日
( 木 )

お出迎え ( 関西国際空港 )

2 月 3 日
( 金 )

美浜町エネルギー環境教育体験
館きいぱす、レインボーライン、
美浜町歴史文化館
ホームステイ 1 日目

2 月 4 日
( 土 )

京都観光
ホームステイ 2 日目

2 月 5 日
( 日 )

恐竜博物館、スキージャム勝山
ホームステイ 3 日目

2 月 6 日
( 月 )

美浜中学校での交流授業

2 月 7 日
( 火 )

テーマパーク体験 (USJ)

2 月 8 日
( 水 )

お見送り ( 関西国際空港 )

▽生徒たちの主な日程

き
っ
と
再
会
で
き
る
と

信
じ
て
い
ま
す
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美浜町空家等対策計画を策定

　

近
年
、
老
朽
化
し
た
危
険
な
空
家
が
全

国
的
に
増
加
し
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
美
浜
町
も
例
外
で
は
な
く
、
危
険

な
空
家
が
周
囲
に
悪
影
響
を
与
え
る
事
例

が
増
え
て
い
ま
す
。
空
家
は
個
人
の
財
産

で
あ
り
、
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
は
所
有

者
の
責
任
で
す
が
、
実
態
と
し
て
管
理
さ

れ
て
い
な
い
空
家
は
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
5
月
に
国
が
施
行
し
た｢

空

家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法｣

は
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
倒
壊
等

の
危
険
や
衛
生
上
の
問
題
等
が
予
想
さ
れ

る
空
家
に
つ
い
て
、
各
市
町
村
に
よ
る
立

入
調
査
や
、
所
有
者
に
対
す
る
修
繕･

撤

去
等
の
勧
告･

命
令
、
最
終
的
に
は
行
政

代
執
行
に
よ
る
撤
去
も
認
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、町
で
は
、平
成
28
年
6
月

に
美
浜
町
空
家
等
対
策
協
議
会
を
設
置

し
、町
内
の
空
家
に
関
す
る
実
態
調
査
と

と
も
に
、｢

美
浜
町
空
家
等
対
策
計
画｣

の
策
定
に
向
け
、協
議
し
て
き
ま
し
た
。

計
画
策
定
の
経
緯

　

町
で
は
、
町
内
の
空
家
全
４
２
７
戸
を

対
象
に
、
空
家
の
状
態
や
所
有
者
の
意
向

等
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
状
態
の
悪
い
空
家(

不

良
空
家)

は
、
空
家
全
体
の
半
数
以
上
を

占
め
て
お
り
、
経
年
に
よ
る
更
な
る
劣
化

が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
今
後
、
適

正
管
理
の
啓
発
や
家
屋
の
売
却
、
貸
し
付

け
、
取
り
壊
し
等
の
措
置
を
積
極
的
に
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

町
内
の
空
家
の
現
状
と
課
題

判定基準 状態 戸数 割合

A 判定 現状のまま使用可能 45 戸 11.3%

B 判定 若干の手直しを
入れれば使用可能 121 戸 30.3%

状態の良い空家　小計 (166 戸 ) (41.6%)

C 判定 大幅な改修をすれば使用可能 165 戸 41.4%

D 判定 腐朽して使用が難しい 68 戸 17.0%

不良空家　小計 (233 戸 ) (58.4%)

未判定 － 28 戸 －

合計 427 戸 100.0%

■空家等実態調査における判定結果
　

町
で
は
、こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

空
家
の
管
理
に
対
す
る
所
有
者
や
町
の
責

務
、
町
民
の
役
割
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に

し
た
上
で
、
空
家
対
策
の
基
本
方
針
を
定

め
ま
し
た
。

空
家
対
策
の
方
針

(1) 相談しやすい体制の構築 ･ 周知

①不動産事業者やＮＰＯ団体等と連携し、住ま

　いについて気軽に相談できる体制を構築 ･ 周

　知します。

②相続等法律に関わる問題を相談できる窓口に

　ついて周知 ･ 案内します。

空家及び跡地の活用推進

(2) 需要と供給のマッチング

①空家を売りたい人と不動産事業者とを繫ぐ体制を

　構築 ･ 案内します。

②空家情報バンクへの登録を案内 ･ 周知します。

③改修による居住を促します。

④地域課題の解決に向けた、町民の活動拠点として

　空家を活用することを支援します。

　空家は、放置することで周囲に悪影響を及ぼしてしまいますが、一方で、貴重な住宅資源でもあります。

　また、空家を解体撤去した跡地は、住宅密集地における火災時の緩衝ゾーンや、災害時における一時避難

所としての機能を持たせることができます。そのため、空家や跡地の活用を進めていくことが重要です。

民
事
に
よ
る
解
決
の
原
則[

条
例
第
3
条]

　

空
家
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ

　

が
あ
る
者
は
、
空
家
の
所
有
者
と
民
事

　

に
よ
っ
て
そ
の
解
決
に
努
め
な
け
れ
ば

　

な
り
ま
せ
ん
。

②
行
政
だ
け
で
な
く
民
間
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

　

等
、
多
様
な
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

　

ら
対
策
を
進
め
ま
す
。

● 

所
有
者
の
責
務[

条
例
第
4
条]

　

所
有
者
は
、
空
家
が
周
辺
の
生
活
環
境

　

に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、
自

　

ら
の
責
任
で
適
正
に
管
理
す
る
責
務
が

　

あ
り
ま
す
。

②
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
家
が
改

　

善
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
実
施

　

し
ま
す
。

● 

町
民
の
役
割[

条
例
第
6
条]

　

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
家
が
あ

　

る
と
き
に
は
、
速
や
か
に
そ
の
情
報
を

　

町
に
提
供
し
、
町
が
実
施
す
る
措
置
に

　

協
力
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　特定空家とは、周囲への危険性や悪影響が発生している ( 発生するおそれが高い ) 空家であり、所有者に

問題を是正してもらう必要があります。そのため、町から所有者に指導や勧告等の措置を行うほか、解体撤

去への補助制度等により、所有者による改善を促します。

　勧告や命令等に従わない場合、最終的には行政代執行 (※) による撤去を行うことがあります。
( ※ ) 代執行…町が強制的に解体撤去等を行うことです。その際の費用は所有者から徴収します。

②助言または指導 [ 条例第 10 条 ]

③勧告 [ 条例第 11 条 ]

④命令 [ 条例第 12 条 ]

■こんな空家が ｢ 特定空家 ｣ になります

老朽化や台風等の自然災害によ

り、倒壊または建築資材等が飛

散し、人の生命や身体、財産に

損害を及ぼすおそれのある状態

不特定多数の者に侵入され、

火災や犯罪等を誘発するお

それのある状態

樹木等の繁茂や、ねずみ ･

害虫等の発生により、周囲

の生活環境に支障を及ぼす

おそれのある状態

適正な管理が行われていな

いことにより、著しく景観

を損なっている状態

不特定多数の者に侵入され、

火災や犯罪等を誘発するお

美
浜
町
空
家
等
対
策
計
画
を
策
定

　

町
で
は
、
こ
の
ほ
ど｢

美
浜
町
空
家
等
対
策
計
画｣

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
4
月
1
日
か
ら
施

行
す
る｢

美
浜
町
空
家
等
の
適
正
な
管
理
に
関
す
る
条

例｣

に
基
づ
き
、
町
内
の
空
家
の
現
状
や
課
題
、
対
策

の
方
針
を
示
す
も
の
で
す
。

■代執行までの流れ

①町民からの相談や

　情報提供、空家等

　実態調査の結果を

　受け、町が空家を

　調査

特
定
空
家
と

認
め
ら
れ
る
場
合 従わない場合

改善がみられない場合

⑤住所 ･ 氏名 ･ 空家の所在地

　を公表 [ 条例第 13 条 ]

⑥代執行 [ 条例第 16 条 ]

従
わ
な
い
場
合

特定空家等に対する措置 ･対処

住民からの相談への対応

(1) 相談窓口の設置

　空家に関する相談窓口を美浜

創生戦略課に設置し、空家の所

有者や周辺住民からの相談等に

対応します。

(2) 相談会の実施

　空家の最適な活用 ･ 管理 ･ 処

分方法等について事業者等の意

見を聞くことができる空家相談

会を実施します。

(3) 法律 ･ 管理 ･ 土地家屋調査に

関する相談窓口の紹介

　法律や管理、土地境界等につ

いての専門家に相談ができる窓

口を紹介します。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
美
浜
創
生
戦
略
課(

担
当･

南)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
︲
６
７
１
５

　

今
後
、
町
で
は
、
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、

周
囲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
空
家
に
対
す
る

措
置
や
、
空
家･

跡
地
の
活
用
、
空
家
に

関
す
る
相
談
へ
の
対
応
を
進
め
て
い
き
ま

す(

次
頁
参
照)

。

今
後
の
町
の
対
応

● 

町
の
責
務[

条
例
第
5
条]

①
町
民
が
空
家
を
適
正
に
管
理
す
る
よ
う
、

　

意
識
の
啓
発
や
情
報
提
供
等
を
実
施
し

　

ま
す
。

↑美浜町空家等対策協議会

　

ま
た
、
高
齢
化
が
進
む
本
町
に
お
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
増
え
て
い
く
空
家
に
つ
い

て
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現

在
、
65
歳
以
上
の
人
だ
け
で
住
ん
で
い
る

１
，
０
８
４
世
帯
の
住
宅
は
、
今
後
15
年

か
ら
20
年
後
に
空
家
に
な
る
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

命令を履行しない ･ 履行しても

不十分または期限までに完了の

見込みがない場合

( 平成 27 年 3 月 31 日現在 )

空
家
対
策
の
基
本
方
針

①
所
有
者
が
空
家
を
自
主
的
に
管
理
す
る

　

こ
と
を
促
し
ま
す
。
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元気な

高齢者

～総合事業 利用の流れ～

要支援または要介護認定を受ける

要介護 1 ～ 5 の人

ケアプラン ( ※ ) の作成

要支援 1 の人、

要支援 2 の人

介護保険による

｢ 介護サービス ｣ を

利用できます。

高齢者支援センターによるケアマネジメント

介護保険による

｢ 介護予防サービス ｣ を

利用できます。

｢ 介護予防 ･ 生活支援

サービス事業 ｣ を利用

できます。

｢ 一般介護予防事業 ｣

を利用できます。

非該当の人
生活機能の低下が

見られた人

自立した生活

を送れる人

基本チェックリストに回答する

(

※)

訪
問
型･

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
今
ま
で
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
受
け
て
い
た
介
護
予
防
訪
問
介

護･

介
護
予
防
通
所
介
護
と
同
等
の
も
の
や
、
基
準
を

緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

介護予防 ･ 日常生活支援総合事業

福祉用具貸与、訪問看護、
通所リハビリテーション等 通所型 ･ 訪問型サービス、

短期集中機能訓練サービス
各種教室等

本人や家族と話し合い、サービスを決定します。

町高齢者支援センター ( 福祉課内 ) 窓口にお越しください。※65 歳以上の方

( ※ ) 介護サービスの計画

■
介
護
予
防･

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
と
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

(

※)

、
短
期
集
中
の
機
能
訓
練
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
一
般
介
護
予
防
事
業

　

筋
力
向
上
や
閉
じ
こ
も
り
予
防
、
認
知

症
予
防
を
目
的
と
し
た
町
の
介
護
予
防
教

室
を
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
新

し
い
教
室
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

(

※)
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　

要
支
援･
要
介
護
認
定
に
該
当
し
な
い
方
を
対
象

に
、
生
活
機
能
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。
暮
ら
し

ぶ
り
や
運
動
能
力
、
心
の
状
態
等
に
関
す
る
25
の
質
問

項
目
に｢

は
い｣

か｢

い
い
え｣

で
回
答
し
ま
す
。

自主的な介護予防教室を開いている

新庄さわやか会 さん

　町では、高齢化に伴い介護を受ける人が増えてきています。

　介護に頼ることなく、いつまでも自分らしく過ごすためには、

元気なうちから介護予防に取り組むこと、また、互いに助け合え

る環境づくり、生きがいづくりが必要です。

　

平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
、
介
護
予
防

･

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
始
ま
り
ま

す
。
総
合
事
業
は
、
65
歳
以
上
の
全
て
の

人
を
対
象
と
し
た
、
町
が
行
う
介
護
予
防

や
生
活
支
援
の
た
め
の
事
業
で
す
。

　

総
合
事
業
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
よ
り

も
多
く
の
方
が
、
そ
の
人
に
合
っ
た
幅
広

い
介
護
予
防･

日
常
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
の
介
護
事
業
所
だ
け
で
な

く
、
民
間
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

更
に
は
、
高
齢
者
自
身
が
支
援
の
主
体
と

な
る
こ
と
で
、
地
域
の
繋
が
り
や
生
き
が

い
を
感
じ
な
が
ら
、
互
い
に
支
え
合
え
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町が開催する健康体操教室

・
生
活
支
援
や
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
が
訪
問
し
、
身
体

介
護
や
生
活
援
助(

掃
除
や
洗
濯
等)

等

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
短
期
集
中
の
機
能
訓
練
サ
ー
ビ
ス

(

訪
問･

通
所
い
ず
れ
も)

　

生
活
機
能
を
改
善
す
る
た
め
、
運
動
器

の
機
能
向
上
や
栄
養
改
善
等
の
短
期
的
な

指
導
を
行
い
ま
す
。

・
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

　

通
所
介
護
施
設
で
、
機
能
訓
練
や
集
い

の
場(

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
や
運
動
等)

の

提
供
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

介護予防 ･日常生活支援総合事業が始まります
いつまでも自分らしく暮らすために

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
介

護
予
防
や
生
活
支
援
に
関
す
る
自
主
的
な

取
り
組
み
も
支
援
し
ま
す
。

　

｢

体
操
教
室
を
や
っ
て
み
た
い
が
、

体
操
を
教
え
て
く
れ
る
人
が
い
な
い｣

｢

高
齢
者
が
集
ま
る
サ
ロ
ン
を
開
き
た
い

が
、
ど
の
よ
う
に
立
ち
上
げ
れ
ば
良
い
の

か
分
か
ら
な
い｣

等
と
い
っ
た
不
安
が
あ

る
場
合
、
理
学
療
法
士
等
の
専
門
ス
タ
ッ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課(

担
当
・
藤
木)☎
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訪問介護 ･ 看護、通所介護、
短期入所、特定施設等

フ
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
派
遣
し
支
援

し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

総合事業を利用するには？

　

総
合
事
業
に
は
、
要
支
援
に
認
定
さ
れ

た
人
や
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト(

※)

に
よ
り
生
活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
た
人

が
利
用
で
き
る｢

介
護
予
防･

生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業｣

と
、
65
歳
以
上
の
全
て

の
人
が
利
用
で
き
る｢

一
般
介
護
予
防
事

業｣
が
あ
り
ま
す
。

介
護
予
防･

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

　2
つ
の
事
業

　町が開催している介護予防教室に参加して

いましたが、身近な地域で何とかしようと思っ

たのがきっかけです。最初は 5 ～ 6 人で始め

ましたが、声掛けによって、現在は 17 人まで増えました。

　月に 2 回、毎回 2 時間程、新庄やまびこセンターに集まります。初めにラ

ジオ体操を必ず行い、その後、講師の方に来てもらって介護予防の勉強をした

り、しりとりや手の体操をする等、さまざまな活動に取り組んでいます。活動

の合間に、お菓子を食べたり雑談したりしながら楽しく過ごしています。

　活動を始めてみて、皆が元気に、明るくなったのを実感しています。また、

友達の輪が広がったことで、教室以外でも、日頃困ったときには助け合うよう

にもなりました。これからも続けていきたいと思っています。

■活動を始めたきっかけを教えてください。

■どのような活動をされていますか？

■活動を通じて思うことを教えてください。
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久々子湖の野鳥と自然

　三方五湖では、虫や魚、鳥といった

さまざまな生き物を観察できます。ま

た、冬の三方五湖は、カモ類を中心に

多くの渡り鳥で賑わい、私たちの目を

楽しませてくれます。

　今月号では、身近な自然『久々子湖』

で見られる鳥をご紹介します。

多
種
類
の
鳥
が
観
察
で
き
る
理
由

　

こ
の
時
期
の
久
々
子
湖
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
の
鳥
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
多

さ
は
、
約
2
時
間
で
30
種
類
以
上
も
の
鳥

を
観
察
で
き
る
ほ
ど
で
す
。

　

久
々
子
湖
で
観
察
で
き
る
鳥
の
半
数

は
、
カ
モ
類
が
占
め
て
い
ま
す
。
カ
モ
類

の
多
く
は
、
春
頃
の
繁
殖
期
を
目
指
し
て

冬
に
番

つ
が
い

を
形
成
し
ま
す
。
オ
ス
は
自
分
の

魅
力
を
メ
ス
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
秋

頃
か
ら
羽
が
生
え
変
わ
り
、
冬
に
色
鮮
や

か
な
姿
に
な
り
ま
す
が
、
繁
殖
期
を
過
ぎ

る
と
元
の
地
味
な
色
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
色
鮮
や
か
な
カ
モ
類
の

姿
を
見
れ
る
の
は
、
1
年
間
で
今
の
時
期

だ
け
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
久
々
子
湖
で
最
も
多
く
見
ら
れ

る
鳥
が
﹃
キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ
﹄
で
す
。
キ

ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ
は
、
三
方
五
湖
の
中
で
も

と
り
わ
け
久
々
子
湖
で
の
観
測
数
が
最
も

多
い
鳥
で
す
。オ
ス
は
そ
の
名
の
と
お
り
、

金
色
の
目
に
黒
い
体
、
白
い
翼
帯
が
特
徴

的
で
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
初
心
者
で

も
判
別
し
や
す
い
鳥
と
言
え
ま
す
。
キ
ン

ク
ロ
ハ
ジ
ロ
の
頭
に
は
、
冠か

ん
う羽

と
呼
ば
れ

る
ち
ょ
ん
ま
げ
の
よ
う
な
羽
が
生
え
て
お

り
、
オ
ス
の
方
が
メ
ス
の
も
の
よ
り
も
若

干
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

久
々
子
湖
に
飛
来
す
る
鳥
た
ち

　

そ
の
他
に
も
、
オ
ス
と
メ
ス
で
色
の
違

い
が
顕
著
な
﹃
ハ
シ
ビ
ロ
ガ
モ
﹄
や
﹃
ミ

コ
ア
イ
サ
﹄、
福
井
県
の
準
絶
滅
危
惧
種

に
指
定
さ
れ
て
い
る
﹃
イ
カ
ル
チ
ド
リ
﹄

や
﹃
ミ
サ
ゴ
﹄、
猛
禽
類
の
﹃
チ
ョ
ウ
ゲ

ン
ボ
ウ
﹄
や
﹃
ノ
ス
リ
﹄
等
を
観
察
で
き

ま
す
。

｢
三
方
五
湖
自
然
教
室

　バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
冬
〜
カ
モ
類
を
見
つ
け
て
カ
モ
博
士

に
な
ろ
う
！
〜｣

を
開
催
し
ま
し
た

　

1
月
28
日
に｢
三
方
五
湖
自
然
教
室

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
冬
～
カ
モ
類
を
見

つ
け
て
カ
モ
博
士
に
な
ろ
う
！
～｣

を

久
々
子
湖
周
辺
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
野
鳥
観
察
を
通
じ
て
三

方
五
湖
周
辺
の
自
然
や
環
境
問
題
を
知

り
、
環
境
保
全
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
お
う
と
、
福
井
県
海
浜
自
然
セ
ン

タ
ー
や
、
美
浜
町
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
、
美
浜
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

会
議
等
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
約
50
人
が
参
加
し
、
野
鳥
の

会
会
員
に
よ
る
案
内
の
も
と
、
久
々
子
湖

に
生
息
す
る
カ
ワ
セ
ミ
や
キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ

ロ
、
カ
モ
等
を
観
察
し
ま
し
た
。

↑野鳥を観察する参加者
カモ カワセミ

↑キンクロハジロのオス ( 上 ) とメス ( 下 )

｢大阪福井県人会｣の新春の集いが開催されました
■ お問い合わせ先
　町企画政策課(担当･村上)
　☎32‐6701

　
　
　

月
20
日
に
、
大
阪
福
井
県

　
　
　

人
会(

会
長･

木
下
吉
数
氏)

の
新
春
の
集
い
が
大
阪
市
内
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
福
井
県
人
会
は
、関
西
圏

に
在
住
の
福
井
県
出
身
者
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、現
在
の
会
員
数

は
、約
２
５
０
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
会
員
約
90
人
が
出
席

し
、
石
塚
福
井
県
副
知
事
に
よ
る

祝
辞
の
後
、
山
口
町
長
が｢

福
井

1

県
と
大
阪
府
を
繋
ぐ
新
幹
線
の
早

期
開
通
や
、
原
子
力
発
電
所
の
再

稼
働
、
平
成
30
年
開
催
の
福
井
国

体
に
対
し
て
、
応
援
を
し
て
い
た

だ
き
た
い｣

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
が
開
か
れ
、

ふ
る
さ
と
を
中
心
と
し
た
情
報
交

換
や
、
ラ
ム
ゼ
イ
パ
イ
プ
バ
ン
ド

に
よ
る
バ
グ
パ
イ
プ
の
演
奏
が
行

わ
れ
、
会
員
は
故
郷
の
福
井
県
に

思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

↑出席した3町長(美浜町長、若狭町長、高浜町長)を代表し挨拶する山口町長

第1回アジア国際映画祭にノミネート
美浜町が舞台となった映画 ｢ サクラサク ｣ が ■ お問い合わせ先

　町商工観光課(担当･伊達)
　☎32‐6705

　
　
　

月
1
日
に
、
第
1
回
ア
ジ

　
　
　

ア
国
際
映
画
祭
が
憲
政
記

念
館(

東
京
都
千
代
田
区)

で
開
幕

し
、
美
浜
町
が
舞
台
と
な
っ
た
映

画｢

サ
ク
ラ
サ
ク｣

が
招
待
作
品
と

し
て
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
祭
は
、
ア
ジ
ア
の
芸

術
的
価
値
を
高
め
よ
う
と
創
設
さ

れ
た
も
の
で
、
韓
国
映
画
や
モ
ン

ゴ
ル
映
画
等
を
含
む
24
作
品
が
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

2

で
は
、
山
口
町
長
が
監
督
の

田
中
光
敏
氏
と
と
も
に
レ
ッ
ド

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
歩
き
ま
し
た
。

　

田
中
監
督
は｢

本
作
品
が
招
待

作
品
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
大
変
あ

り
が
た
く
思
い
ま
す
。
海
外
に
も

お
披
露
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

福
井
の
皆
さ
ん
に
恩
返
し
が
で
き

ま
す｣

と
話
さ
れ
、
山
口
町
長
は

｢

こ
の
映
画
祭
を
き
っ
か
け
に
、

映
画
が
改
め
て
注
目
さ
れ
て
ほ

し
い｣

と
述
べ
ま
し
た
。

↑オープニングセレモニーでレッドカーペットを歩いた山口町長(写真左から2人目)と
　田中光敏監督(写真左から1人目)　※写真中央は金昌南実行委員長

　

久
々
子
湖
で
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
鳥
が

見
ら
れ
る
の
は
、
餌
場
と
な
る
湖
だ
け
で

な
く
、
外
敵
か
ら
の
隠
れ
場
や
休
憩
場
所

と
な
る
田
ん
ぼ
や
林
等
、
豊
か
な
生
育
環

境
が
整
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

い
つ
ま
で
も
鳥
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
る

よ
う
、
湖
と
そ
の
周
辺
の
環
境
を
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

藤
村
︶

☎
32
︲
６
７
０
３


